
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　岩田佐俊 報告者 　嶋岡壯吉

参 加 人 数 23

　伊賀市議会議長　様

出 席 議 員
記録者 　百上真奈

【主な意見・提言、対応等】

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　出たら早めに情報をもらいたい。

平成２８年２月１０日

　　　　　平成２７年度議会報告会３班

　島ヶ原地域まちづくり協議会

〇議案第155号について、島ヶ原も辺地に相当する地域のため、耐震性防火水槽など目配りする

名

　よう、行政に声をあげてほしい。

　運営はできない。

〇島ヶ原福祉センター「清流」について

　　４月１日から新たにスタートするのに、現段階で市の方針が示されていないため、従業員を

〇中心市街地の賑わい創出では、建物を「壊す」「壊さない」の議論になっているが、本来はど

　ういう賑わいにするのかが大事なのではないか。　

〇島ヶ原温泉やぶっちゃと健康づくり棟について

班長　　岩田　佐俊　　

　る健康づくり棟を外してほしい」と伝えた。健康づくり棟は、伊賀市民の健康増進を目的に設

　置されたものであるが、現在はタダで公社に運営管理をするよう言われている。委託費なしで

〇校区再編について、島ヶ原小中学校も他校と統合にならないか心配している。そのような話が

　ほしい。また、財産区のお金を使うという話が出たら、議会として反対してほしい。

　　「指定管理料なしで温泉を管理してほしい」と相談されたので、「それなら赤字になってい

　　公募売却することを議会で議決しているが、利用者の気持ちや社協職員の仕事を議会はきち

　んと把握しているのか。行政の提案を鵜呑みするのではなく、現場の話を聞き確かめてほしい。

　　清流は公設で存続できるよう尽力してほしい。

　　公共施設最適化計画は、住民サービスが継続されることを前提に検討してほしい。

報　　告　　書
　平成２８年２月５日（金）　１９時００分 ～ ２０時３０分

　岩田佐俊、嶋岡壯吉、市川岳人、百上真奈

開 催 場 所 　島ヶ原会館

　どうするのか、利用者への説明も含めてできない。行政へ検討結果を公社に示すように伝えて


